
発 言 順 序 表 

（平成 26 年２月定例会） 

代 表 質 疑 

月  日（曜） 発      言      者 発言方法

３月３日（月） 

１ 自 由 民 主 党   山   議員 一問一答

２ ハートフル北九州    世 良 俊 明 議員 一問一答

３月４日（火） 

３ 公 明 党    吉 河 節 郎 議員 一問一答

４ 日 本 共 産 党    石 田 康 高 議員 一問一答

一 般 質 疑 

  月  日（曜） 発      言      者 発言方法

３月５日（水） 

１ 大 石  正 信 議員 （日 本 共 産 党）

２ 井 上  秀 作 議員 （自 由 民 主 党）

一問一答

一問一答

３ 奥 村  直 樹  議員 （ハートフル北九州）

４ 渡 辺    徹 議員 （公 明 党）

５ 柳 井    誠 議員 （日 本 共 産 党）

６ 田 中    元 議員 （自 由 民 主 党）

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

３月６日（木） 

７ 吉 村  太 志 議員 （地 域 の 声）

８ 浜 口  恒 博  議員 （ハートフル北九州）

一問一答

一問一答

９ 佐 藤  栄 作 議員  （み ん な の 党）

10 山 本  真 理 議員 （ふ く お か ネ ッ ト）

11 荒 木    学 議員  （日 本 維 新 の 会）

12 岡 本  義 之  議員  （公 明 党）

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

３月７日（金） 

13 野 依  謙 介 議員 （日 本 共 産 党）

14 中 村  義 雄  議員 （ハートフル北九州）

一問一答

一問一答

15 田 仲  常 郎 議員 （自 由 民 主 党）

16 本 田  忠 弘  議員  （公 明 党）

17 鷹 木  研一郎 議員 （自 由 民 主 党）

18 上 野  照 弘 議員 （自 由 民 主 党）

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答



発 言 項 目 表 
代表質疑                            

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

順序 発 言 者 区分 発     言     項     目 

１ 山  

一 

問 

一 

答 

１ アベノミクス効果の本市への波及について 

２ 行財政改革について 

３ 港湾整備特別会計（埋め立て事業）について 

４ 安全・安心なまちづくりについて 

５ 北九州市制50周年記念事業の総括について 

６ 長寿祝金について 

７ 入札不調の解消について 

８ 新八幡病院の施設の拡充について 

９ 火災予防対策について 

10 若戸大橋、若戸トンネルの無料化について

２ 世良 俊明 

一 

問 

一 

答 

１ 平成26年度予算について 

・ 市長の思いについて 

・ 一般財源確保対策について 

・ 一般会計投資的経費について 

・ 生活密着型・グリーン公共事業について 

２ 行財政改革について 

３ 本市におけるＰＣＢ処理について 

４ 都市環境インフラの海外展開について 

５ ゼロエミッション交通システムについて 

６ 保育行政について 

７ 子どもの学力向上について 

８ 不登校児童生徒対策について 

９ 北九州マラソンについて 

10 ＪＲ小倉駅新幹線口エリアのにぎわいづくりについて 

11 商店街等の防火対策について 

12 港湾整備特別会計について

（平成26年３月３日）



発 言 項 目 表 
代表質疑  

順序 発 言 者 区分 発     言     項     目 

３ 吉河 節郎

一 

問 

一 

答 

１ 平成26年度予算並びに本市の財政について 

２ 行財政改革の推進について 

３ 消費税率引き上げの臨時給付措置について 

４ 地域包括ケアシステム構築の取り組みについて 

５ 環境先進都市北九州市の役割と海外環境・水ビジネスの展開に 

ついて 

６ ＰＣＢ処理事業の延長問題について 

７ 精神障害者の就労支援及び福祉の充実について 

８ 保育サービスの充実及び認可外保育施設の支援について 

４ 石田 康高

一 

問 

一 

答 

１ 市長の政治姿勢について 

(1) 脱原発宣言と再生可能なエネルギーへの転換 

(2) 安倍首相の靖国参拝がもたらす本市への影響 

(3) 介護保険制度の改悪 

(4) 消費税増税による市民生活と地域経済の影響 

２ 平成26年度予算案に関して 

(1) 新成長戦略の推進 

ア 産業空洞化がもたらす本市経済への影響 

イ 中小企業支援について 

  ・ 消費税８％による営業破壊 

  ・ 住まい向上リフォーム促進事業など 

(2) 安全安心対策の推進 

(3) 行財政改革 

(4) 地域エネルギー拠点の形成 

(5) ＰＣＢ処理問題 

(6) 新たな巨大事業 

 ア 関門海峡道路 

 イ 空港連絡鉄道 

(7) 医療問題 

 ア 国民健康保険 

 イ 市立八幡病院

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。

（平成26年３月４日）



発 言 項 目 表 
一般質疑                            

順序 発 言 者 区分 発     言     項     目 

１ 大石 正信

一 

問 

一 

答 

１ 新スタジアム整備について 

(1) 新スタジアム建設の財政負担の見通しについて 

(2) 競輪場の二の舞は許されない 

(3) 年間14万人の観客動員の展望について 

２ 「行財政改革」について 

(1) 離職率が高い学校給食調理業務の委託校の現状 

(2) 市役所における非正規雇用の実態は「男女共同参画」と矛盾 

(3) 男性の育休取得目標に見合う定員増を 

３ 子ども子育て新システムについて 

(1) 保育の量と質の確保について 

(2) 学童保育「定員40名」「正規指導員２名」の配置を 

４ 精神障害者支援について 

(1) 心のバリアフリー教育の普及を 

(2) 地域連携強化のために保健師の増員を 

５ 中高生の居場所づくりについて 

(1) 学校や地域をあげた青少年支援体制の確立を 

(2) 児童館を拠点に、居場所づくりを 

２ 井上 秀作

一 

問 

一 

答 

１ 航空路線などが北九州市から撤退している原因の分析について 

２ 新任学校教職員について 

３ 児童文化科学館の建てかえについて 

４ はい回高齢者対策について 

５ 北九州市立中央図書館の改修について 

６ 地域防犯灯費用の平等な負担について 

７ 人口減少問題について 

(1) 教育施策について 

(2) 企業誘致について 

(3) 人口対策チームについて 

３ 奥村 直樹

一 

問 

一 

答 

１ 本市の農業政策について 

２ 家族で共有できる電子版母子健康手帳について 

３ ＳＮＳによるネットいじめ対策について 

４ 市立小学校における夏休み期間中のプール開放について 

５ 肝炎ウイルス検査の受診について 

６ 北九州フィルムコミッションのデータベースやノウハウを活用 

したアニメ、マンガ、コスプレ文化の活性化について 

７ 門司港レトロ地区の魅力向上について 

 ・ 旧ＪＲ九州本社ビルの活用について 

 ・ 門司港レトロ地区のイルミネーションについて 

８ 外国航路勤務の日本人船員に対する個人住民税の減免について 

９ 選挙に関する各種制度について 

 ・ 選挙公報のホームページ公開について 

 ・ 選挙ポスター掲示板への掲示作業の公費負担について

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

（平成26年３月５日）



順序 発 言 者 区分 発     言     項     目 

４ 渡辺  徹

一 

問 

一 

答 

１ ＰＭ2.5対策について 

２ 教員による医療ケアについて 

３ 非行少年の立ち直り・就労支援について 

４ 消防団への支援について 

５ 本市の農業政策について 

６ トイレを生かしたまちづくりについて 

７ 門司競輪場跡地の利活用について 

５ 柳井  誠

一 

問 

一 

答 

１ 認知症対策について 

２ 中小企業振興策について 

３ 北九州市子どもの未来をひらく教育プランについて 

(1) 学力対策 

 (2) 学校環境の整備（夏季の暑さ対策） 

４ 小倉南区の課題について 

(1) バリアフリー対策 

 (2) 観光計画 

５ 第３次改正動物愛護管理法の対応について 

６ 海外水ビジネスの取り組みについて

６ 田中  元

一 

問 

一 

答 

１ 新戸畑図書館について 

２ 戸畑Ｄ街区スポーツ施設整備について 

３ 教育政策について 

４ 老朽空き家対策について 

 ※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 



発 言 項 目 表 
一般質疑 

順序 発 言 者 区分 発     言     項     目 

７ 吉村 太志

一 

問 

一 

答 

１ 建設業界の育成・支援について 

２ 本市のスポーツ振興について 

８ 浜口 恒博

一 

問 

一 

答 

１ 交通政策基本法について 

２ 夜間・休日急患センターの運営について 

３ 動物愛護について 

４ 放置竹林対策について 

５ 空き家対策について 

６ 世界遺産登録に向けた取り組みについて

９ 佐藤 栄作

一 

問 

一 

答 

１ 商店街の火災対策について 

２ 港湾整備特別会計について 

３ 小倉中心市街地のまちづくりについて

10 山本 真理

一 

問 

一 

答 

１ 子どもと女性の支援について 

(1) 児童養護施設の子ども支援について 

(2) 性的マイノリティの方々への支援について 

(3) 女性の貧困対策について 

11 荒木  学

一 

問 

一 

答 

１ 災害時における公助について 

２ 青少年のインターネット利用に関する諸問題について 

３ 来年度の北九州マラソンについて

12 岡本 義之

一 

問 

一 

答 

１ 防災事業について 

２ 出前講演事業について 

３ 障害者支援について 

４ 観光振興について 

５ 港湾行政について 

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。

（平成26年３月６日）



発 言 項 目 表 
一般質疑 

順序 発 言 者 区分 発     言     項     目 

13 野依 謙介

一 

問 

一 

答 

１ ＰＣＢ廃棄物の処理期限の延長と追加処理を環境省から要請 

されている問題について 

(1) 期限内処分の担保について 

 (2) 本気で処理を進める組織的かつ人的な組織の構築について 

  他 

２ 「北九州港廃棄物海面処分場整備事業」について 

３ 「北九州市地域エネルギー拠点化推進事業」に関して 

(1) 洋上風力発電の拠点化について 

 (2) 消波堤など港湾構造物の建設について 

(3) 火力発電の温排水への対策について 

 (4) 政府の「エネルギー基本計画」案に関連して 

４ 港湾整備特別会計の埋め立て事業の「清算」について 

(1) 第３セクター等改革推進債（３セク債）の国への申請に 

ついて 

 (2) 現状認識と責任の所在ついて 

(3) 市民・議会への説明責任について

14 中村 義雄

一 

問 

一 

答 

１ 新スタジアムの芝生養生期間中の活用策について 

２ 新関門海峡道路建設について 

３ 海外ビジネスの展望について 

４ 消防署の建てかえについて 

５ 自治会加入促進について 

６ 自転車利用の促進及びマナーアップの推進について

15 田仲 常郎

一 

問 

一 

答 

１ キャンプ場の整備について 

２ 市内に花公園の設置について 

３ ボランティアの活動の促進について 

４ 公共施設のマネジメントについて 

５ 安全安心のまちづくりについて 

６ 学校給食について 

７ 有害鳥獣対策について

16 本田 忠弘

一 

問 

一 

答 

１ ＰＣＢ廃棄物処理期限延長について 

２ 読書好きな子ども日本一について 

３ シルバー人材センター活性化について 

４ リハビリ医療について 

５ 児童文化科学館移転・建てかえについて 

６ 北九州市営バス事業経営計画について 

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。

（平成26年３月７日）



順序 発 言 者 区分 発     言     項     目 

17 鷹木研一郎

一 

問 

一 

答 

１ 折尾地区総合整備事業について 

２ 自動車専用道路ネットワークの早期整備について 

３ 高齢者が安心して暮らせるまちづくりについて 

４ 子ども子育て新制度について 

５ 子どもの貧困について 

６ 教科書における領土問題について 

７ 国連人権理事会による報告書を受けての北朝鮮拉致事件に 

ついて

18 上野 照弘

一 

問 

一 

答 

１ 北橋市政７年を振り返って

・ 地方交付税等の本市財政基盤について 

２ 安全・安心対策の効果、結果に対する市長の見解について 

３ 響灘東地区の今後について 

・ 次世代エネルギー構想について 

・ 響灘東地区海面処分場について 

４ ＭＲＪ試験飛行について 

・ 生産拠点の誘致可能性等について 

５ ＰＣＢ処理施設受け入れ延長要請に対する本市の対応について 

・ 若松区民からの声に対する対応について 

６ 次回の北九州マラソンについて 

・ コース再検討について 

・ 代替イベントについて 

７ 若松市制100周年記念事業について 

・ 若松市制100周年記念事業懇話会の進捗状況について 

※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。


